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「敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
兵
器
と
は

・
・

５
年
間
で
４３
兆
円
―
岸
田
政
権
は
大
量
の
軍
事
費
を
費
や
し
て
、

大
量
の
兵
器
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
攻
撃
を
受

あ
り
ま
せ
ん
ｃ

政
府
の

「兵
器
リ
ス
ト
」
に
は
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
て
い
な

い
の
に
、
他
国
の
領
域
ま
で
踏
み
込
ん
で
攻
撃
す
る

「敵
基
地
攻

撃
」
兵
器
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。

一
番
の
カ
ギ
は
、
、
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル

・
ト

マ
ホ
ー
ク
で

す
。
ト

マ
ホ
ー
ク
は
米
軍
が
核
弾
頭
を
搭
載
す
る
た
め
に
開
発
し
、

イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
先
制
攻
撃
戦
争
で
繰
り
返
し

使
用
し
て
き
ま
し
た
。

「
１２
式
地
対
艦
誘
導
弾
」
と
い
う
艦
船
を
破
壊
す
る
ミ
サ
イ
ル

も
、
護
衛
艦
や
戦
闘
機

へ
の
配
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
す
る
イ
ー

ジ
ス
艦
、
戦
闘
機
を
大
量
配
備
し
潜
水
艦
か
ら
も
発
射
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
音
速
の
５
倍
以
上
の

「極
超
音
速
兵
器
」
と
呼
ば
れ
る

ミ
サ
イ
ル
の
保
有
計
画
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら

＾
連
の
兵
器
が
、

「敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
正
体
で
す

ど
こ
が

「専
守
防
衛
一
な
の
で
し
ょ
う
か
‐‐

け
た
際

の

「
反
撃
能
力
」
な
ど
と
称
し
て
い
ま
す
が
、
と
ん
で
も
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市
民
連
合
。

日
本
共
産
党

へ
、

政
策
要
請
を
行
う
…

「安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義

の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合
」

（略

称

・
市
民
連
合
）
は
２
月
７
日
、
通

常
国
会
開
会
に
あ
た
っ
て
、
１
４
項

目
の
政
策
課
題
の
要
望
書
を
日
本
共

産
党
に
提
出
、
協
議
し
ま
し
た
。

〈要
望
書
の
内
容
〉

①
憲
法

・
専
守
防
衛
を
基
本
と
し
、

敵
丞
地
攻
撃
能
力
保
有
を
認
め
ず
、

防
衛
費
の
拡
大
と
防
衛
増
税
に
反
対

す
る
こ
と
。

②
北
束
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
軍
事

的
緊
張
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
平

和
確
立
の
努
力
を
す
る
こ
と
４）

③
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反

対
す
る
こ
と
。
ま
た
、
南
西
諸
島

ヘ

の
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
反
対
す
る
こ
と
。

０
ウ
ク
ラ
イ
ナ
新
緑
戦
争
に
反
対

し
、　
ロ
シ
ア
に
よ
る
小
型
原
子
爆
弾

使
用
を
絶
対
に
許
さ
ず
、
唯
　
の
戦

争
被
爆
国
日
本
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
停
戦
に
向
け
て
の
外
交
努
力

を
行
う
こ
と
。

⑤
原
発
再
稼
働
、
使
用
期
間
延
長
、

新
型
原
発
の
開
発
な
ど
原
発
推
進
路

線
に
反
対
す
る
こ
と
．

⑤
気
候
変
動
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
‘⑦

物
価
高
騰
対
策
、　
コ
ロ
ナ
対
策

を
抜
本
的
に
充
実
さ
せ
、
市
民
生
活

を
保
障
す
る
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
。

実
質
賃
金
が
低
下
し
続
け
る
な
か
、

実
効
性
の
あ
る
賃
上
げ
政
策
を
確
立

す
る
こ
と
。
低
所
得
層

へ
の
支
援
策

を
充
実
す
る
こ
と
。

０
貧
国
と
格
差
を
創
り
出
す
新
自

由
主
義
路
線
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
政

策
転
換
を
は
か
る
こ
と
）

⑨
９
条
改
憲
な
ど

一
方
的
な
改
憲

強
硬
に
反
対
す
る
こ
と
．
特
に
、
衆

議
院
憲
法
審
査
会
で
議
論
さ
れ
て
い

る
国
会
議
員
の
任
期
延
長
に
関
わ
る

「緊
急
事
態
条
項
」
の
導
入
の
た
め

の
改
憲
に
反
対
す
る
こ
と
。

⑩
日
本
学
術
会
議
の
会
員
選
考
に

第
二
者
を
関
与
さ
せ
る
関
連
法
改
正

に
つ
い
て
は
、
同
会
議
の
独
立
性
を

侵
害
す
る
政
府
介
入
で
あ
り
、
反
対

す
る
こ
と
。

①
再
提
出
さ
れ
た
人
管
難
民
法
改

定
案
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年
に

廃
案
と
な

っ
た
当
初
案
の
骨
格
が
維

持
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
反
対
す

ス
）
，
こル
」．

⑫
ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
．

⑬
統

一
教
会

（協
会
）
と
自
民
党

と
の
癒
着
の
追
求
と
、
反
社
会
団
体

で
あ
る
統

一
教
会
の
企
貌
の
解
明
、

被
害
者
救
済
に
取
り
組
む
こ
と
、

①
森
友
、
加
計
、
桜
を
見
る
会
の

徹
底
追
及
、
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
疑
惑
な

ど
自
公
政
権
権
力
の
私
物
化
。
犯
罪

を
追
及
す
る
こ
と
。

2

バ
イ
バ
イ
原
発

３

・
‐１

き

よ
う

と

３
ｏ
ｌｌ

（土
）
１３
時
３０
分

講
演
▼

「原
発

は
、

も
う
、
時

代
遅

れ
だ
」

大
島
堅

一
さ
ん

⌒竜
谷
大
学

教
授
）

▼

「福

島

原

発

で
働

い

て
白
血
病

に
」

あ
ら
か
ぶ
さ
ん

（福
島
原
発

被
ば
く
労
災
損
害
賠
償
裁
判

原
告
）

ス
ピ
ー
チ

一控
訴
審
は
ャ
マ
場
に
―

最
高
裁
判
決
、
頂
上
で
の
完

全
勝
利
を
め
ざ
し
て
」
原
発

賠
償
京
都
訴
訟
団

「安
心
で
き
る
社
会
で
暮

ら
し
た
い
」
気
候
変
動
問
題

に
取
組
む
大
学
３
年
生
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赤嵐
いの
バ 中
ラの
た
ち

―
京
大
附
属
病
院

看
護
婦
ス
ト
ー

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

京
都
副
会
長

佐
藤

和
夫

金
馴
号
か
ら
つ
づ
く
）

②
聞
争
課
題
は
何
か
―
社
会
的
医

療
の
み
ち

ヘ

戦
前
の
京
都
に
お
け
る
無
産
者
診

療
所
運
動

（左
京
区
田
中
に
あ
っ
た

洛
北
診
療
所
、
た
だ
し
太
田
典
礼
の

個
人
診
療
所
形
態
）
の
杉
山
茂
医
師

が
エ
ビ
ソ
ー
ド
を
語
つ
た
。

（さ
ん

燎
原
第
１５
号
）

「藻
谷
小

一
郎
君

（四
高
卒

・
京

人
）
が
結
核
で
京
人
に
入
院
し
て
い

た
時
、
看
護
婦
さ
ん
を
ア
ジ
リ
、
待

遇
改
善
の
ス
ト
を
起
こ
し
ま
し
た
。

要
求
の
条
件
は
、
大
方
忘
れ
ま
し
た

が
、
畳
を
　
人
に
付
き
何
畳
く
れ
と

い
う
相
当
大
き
な
条
件
を
要
求
し
た

の
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
．
」
医
学
部

に
は
２
歳
上
の
吹
田
で
無
産
診
療
所

の
所
長
を
し
て
い
た
加
藤
虎
之
助
か

ら
、
看
護
婦
支
援
の
た
め
に
レ
ポ
を

や
れ
と
い
わ
れ
た
。

で
は
、
当
事
者
た
ち
の
記
録
か
ら

総
合
す
る
と
次
の
よ
う
に
概
括
で
き

よ
う
。
指
導
者
の
滝
川
く
に
え
は
、
尋
常

小
学
校
５
年
修
了
。
東
大
医
学
部
付

属
病
院
に
看
護
婦
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
。
京
大
の
学
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー

を
す
る
読
書
会

（ア
）
に
７
人
が
参

加
、
看
護
婦
養
成
所
第
４９
期
生
２０
人

が
、
１
９
３
０

（∽
５
）
１０
頃
、
全

協

一
般

・
医
務
労
働
組
合
京
都
支
部

を
創
設

・待
遇
改
善
を
求
め
た
看
護

婦
の
労
働
争
議
を
お
こ
し
た
。
活
動

家
の
一
人
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
。
官

憲
に
追
わ
れ
て
身
を
隠
す
ｃ
同
じ
く

解
雇
さ
れ
た
佐
藤
ア
キ
ノ
、
西
条
ス

ミ
子
を
公
衆
衛
生
病
院

（岩
井
弼
次

院
長
）
に
幻欠
力
し
た
。

１
９
３
０
年
１２
月
Ｈ
日
、
こ
れ
ま

で
解
雇
さ
れ
な
か
っ
た
杉
浦
文
を
中

心
に
東
大
附
属
病
院
の
昇
給
停
止
な

ど
に
抗
議
し
待
遇
改
善
を
要
求
す
る

寮
内
集
会

・
デ
モ
に
守
衛
ら
５
，
６０

人
が
妨
害
に
入
り
、
看
護
婦
ら
は
ホ

ウ
キ
で
応
戦
し
た
の
だ
。
よ
う
す
る

に
ス
ト
防
衛
だ
が
、
実
態
は
、

「窓

ガ
ラ
ス
な
ど
そ
の
他
の
器
物
の
損
壊

な
ど
の
暴
行
」
と
断
定
さ
れ
た
の
だ
。

３１
年
５
月
６
日
、
滝
川
く
に
え
は

大
阪
曽
根
崎
署
に
検
挙
さ
れ
た
。
５

月
起
訴
猶
予
で
釈
放
さ
れ
る
と
、
非

合
法
活
動
に
参
加
。
鋭
年
Ｈ
月
に
再

検
挙
さ
れ
た
。

（こ
の
事
件
は
３２
年

８
月
に
報
道
僻
纂
一示
と
な
り
、

［大
阪

毎
日
新
聞
］
８
月
２５
日
付
で
、
安
賀

君
子
ら
と
顔
写
真
入
り
で
報
道
）
が
、

起
訴
猶
予
と
な

っ
た
Ｌ

３２
年
、
日
本
共
産
党
大
阪
地
方
委

員
会
の
フ
リ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
．^

９
月
３
日
検
挙
、
１２
月
２０
Ｈ
起
訴
さ

れ
る
。

（無
職
、
２３
歳
）
懲
役
３
年

（算
入
３
６
０
日
）

（↓
７
、
１
２
、
１
５
、
∽
７
、
９
、

３
検
挙
、
大
阪
及
び
二
重
県
）

（∽

５
，
６９
、
∽
７
，
１
２
，
２
０
起
訴
）

看
碓
駐

党
ヨ
く́
　
［件
時
６
・
ミ

、

涜
７
，
１２
　
思
５
，
”
一̈

看
護
婦
争
議
の
ひ
と
り
、
佐
藤
ア

キ
ノ
は
解
雇
後
、
岩
井
弼
次
の
大
阪

の
公
衆
病
院
に
西
条
す
み
子
と

一
緒

に
住
み
こ
み
看
護
婦
と
し
て
は
た
ら

い
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
滝
川
く
に
え
の

オ
ル
グ
で
非
合
法
活
動
に
は
い
り
、

３１
年
３
月
頃
に
峠

夫

（
三高
中
退
、

４
・
１６
事
件
検
挙
、
戦
後
全
国
民
医

連
の
３
代
目
事
務
局
長
）
と
結
婚
し

た
。
９
月
２
日
、
夫
の
検
挙
後
安
賀

君
子
と
同
居
し
て
共
産
党
関
西
地
方

委
員
会
プ
リ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動

（以
下
略
）
。

杉
浦
文
は
読
書
会
メ
ン
バ
１
７
人

の
全
員
解
雇
後
、
３１
年
２
月
開
設
の

3
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大
阪
無
産
診
療
所
に
西
条
す
み
子
と

と
も
に
看
護
婦
と
し
て
は
た
ら
い
た
ｃ

同
年
８
月
、
三
島
無
産
診
療
所
の
開

所
か
ら
看
護
婦
と
し
て
は
た
ら
い
た
。

西
条
す
み
子
は
３
１
年
２
月
１
日
、

開
所
時
の
大
阪
無
産
診
療
所
で
杉
浦

文
と
と
も
に
看
護
婦
と
し
て
勤
務
。

そ
の
後
退
職
し
、
自
川
芳
松
と
結
婚

し
、
自
川
の
非
合
法
活
動
を
助
け
た
。

１
９
３
１
年
８
月
２
６
日
、
共
産
党

兵
庫
地
方
委
員
長

・
白
川
の
レ
ポ
と

し
て
検
挙
さ
れ
た
が
、
起
訴
に
は
至

ら
ず
。

廣
田
喜
代
子
は
、
太
田
典
礼
院
長

の
洛
北
診
療
所
で
看
護
婦
と
し
て
働

い
た
。

（
（Ｓ
５
１
２
２
１
，
Ｓ
９
，

４
，
１
９
留
保
処
分
、
看
護
婦
、
医

務
組
〈
日
墨

全
協
交
通
員

全界
δ

）

（お
わ
り
）

没
後
７７
年

河
上
肇
さ
ん

命
日
お
墓
参
り
！

１
月
３
０
日
は
河
上
肇
さ
ん
の
命

日
に
あ
た
り
ま
す
。
治
安
維
持
法
国

賠
同
盟
京
都
で
は
理
事
の
林
森

一
さ

ん
の
呼
び
か
け
で
、
１
月
８
０
日
、

「没
後
７
７
年
、
河
上
肇
さ
ん
命
日

お
墓
参
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

６
人
が
参
加
。
法
然
院
の
河
上
肇

さ
ん
の
お
墓
を
清
掃
し
、
生
け
花
を

活
け
、
河
上
肇
さ
ん
の
問
い
に
思
い

を
め
ぐ
ら
し
ま
し
た
。

▼
京
都
帝
国
大
学
教
授
に
な
る
。

▼
１
９
１
６
年
大
阪
朝
日
新
間
に

「貧
乏
物
語
」
を
書
き
、
労
働
問
題

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

▼
自
ら
指
導
し
た
東
大
の

「社
会
聞

題
研
究
会
」
か
ら
、
岩
田
義
道
ら
有

能
な
人
材
が
数
多
く
育

っ
た
。

▼
１
９
３
０
年
１
１
月

「第
二
貧
乏

物
語
」
刊
行
。
印
税
の
す
べ
て
を
カ

ン
パ
に
。

▼
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

「３
２
年
テ
ー

ゼ
」
を

一
早
く
翻
訳
す
る
。
日
本
共

産
党
に
入
党
し
、
地
下
活
動

（５
３

歳
）
に
参
加
す
る
。

▼
１
９
３
７
年
６
月
１
５
日
小
菅
刑

務
所
を
出
獄
。
出
獄
前
日
の
日
記
に

「河
上
肇
万
歳

・
マ
ル
ク
ス
主
義
万

歳
」
と
書
き
込
ん
だ
。

▼
１
９
４
５
年
８
月
１
５
日
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
受
諾
す
る
。
第
２
次
世
界

大
戦
終
わ
る
。

▼
１
９
４
６
午
１
月
３
０
日
肺
炎
に

て
６
７
年
の
生
涯
を
終
え
る
。

お
参
り
の
後
、

哲
学

の
道
、
法
然

院
、
吉
田
山
を
散

策
し
ま
し
た
、

（河
上
肇
さ
ん
の

略
歴
―
林
作
成
）

▼
１
８
７
９
年
１

０
月
２
０
口
山
口

県
岩
国
市
、
毛
利

藩

の
下
級
武
士
の

家
に
生
ま
れ
る
。

▼
山

口
高
校
か
ら

東
京
帝
国
大
学
経

済
学
部
に
に
進
む
。
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